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書
評
劉
小
萌
著
『
清
代
北
京
旗
人
社
会
』
上
　
田
　
裕
　
之
一
　
本
書
の
概
要
　
本
書
（
A
5
版
、
四
＋
二
二
＋
一
＋
一
〇
七
四
頁
、
北
京
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）
は
、
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
研
究
員
劉
小
萌
氏
に
よ
る
、
文
字
通
り
清
朝
時
代
の
北
京
に
居
住
し
た
旗
人
（
目
八
旗
の
構
成
員
）
の
社
会
に
関
す
る
研
究
書
で
あ
り
、
中
国
の
国
家
清
史
編
纂
委
員
会
研
究
叢
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
の
劉
小
萌
氏
は
、
満
洲
人
の
社
会
史
を
専
門
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
『
満
族
従
部
落
到
国
家
的
発
展
』
（
初
版
タ
イ
ト
ル
は
『
満
族
的
部
落
与
国
家
」
）
、
『
満
族
的
社
会
与
生
活
』
な
ど
数
多
く
の
著
作
を
も
の
し
て
い
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
　
緒
　
論
第
二
章
第
三
章
第
四
章
第
五
章
第
六
章
第
七
章
第
八
章
第
九
章
第
十
章
旗
人
社
会
的
形
成
旗
房
与
旗
地
旗
人
与
民
人
形
形
色
色
的
旗
人
旗
人
的
世
家
旗
人
的
文
化
与
習
俗
晩
清
旗
人
社
会
旗
人
社
会
的
瓦
解
文
献
研
究
名
詞
索
引
／
大
事
記
／
参
考
文
献
／
後
記
　
本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
、
清
朝
お
よ
び
八
旗
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
ジ
ュ
ン
ェ
ン
　
清
朝
は
、
女
真
人
首
長
ヌ
ル
ハ
チ
に
よ
っ
て
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
（
お
よ
そ
現
在
の
中
国
東
北
部
に
相
当
す
る
）
に
お
い
て
樹
立
さ
れ
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グ
ル
ン
た
マ
ン
ジ
ュ
国
を
出
発
点
と
し
、
一
六
三
六
年
に
は
第
二
代
君
主
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
チ
ン
リ
グ
ル
ン
ン
タ
イ
ジ
が
皇
帝
位
に
即
く
と
と
も
に
国
号
を
大
清
国
と
改
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
ジ
ュ
そ
の
前
年
に
は
、
女
真
の
名
称
を
廃
し
て
満
洲
に
改
称
し
て
い
る
。
一
六
四
四
年
に
は
明
朝
滅
亡
後
の
中
国
内
地
に
進
出
し
、
一
八
世
紀
中
葉
ま
で
に
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
・
新
彊
を
も
版
図
に
組
み
込
む
巨
大
帝
国
へ
と
発
展
し
た
。
か
か
る
清
帝
国
の
中
核
と
な
っ
た
の
が
、
八
旗
で
あ
る
。
八
旗
は
当
初
、
清
朝
に
帰
順
し
た
全
構
成
員
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
、
各
旗
に
は
満
洲
（
も
と
の
女
真
人
）
・
蒙
古
（
清
朝
に
内
属
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
か
ら
な
る
）
・
漢
軍
（
清
朝
に
投
降
し
た
旧
明
朝
軍
の
将
兵
か
ら
な
る
）
の
別
が
あ
り
、
皇
帝
お
よ
び
複
数
の
皇
族
が
旗
王
と
し
て
八
旗
を
分
有
し
た
。
清
朝
の
中
国
進
出
後
、
八
旗
は
首
都
北
京
に
駐
留
す
る
「
禁
旅
八
旗
」
と
帝
国
各
地
の
主
要
都
市
に
駐
留
す
る
「
駐
防
八
旗
」
と
に
分
か
れ
た
。
八
旗
に
属
す
る
旗
人
は
、
明
朝
の
統
治
下
に
あ
っ
た
一
般
の
漢
人
1
1
「
民
人
」
や
そ
の
他
の
諸
集
団
か
ら
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
、
結
果
的
に
、
「
旗
人
昨
（
原
則
と
し
て
）
清
朝
の
中
国
進
出
以
前
に
清
朝
に
帰
順
し
た
人
々
の
末
喬
」
と
な
っ
た
。
　
そ
れ
で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
書
の
各
章
の
内
容
を
概
観
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
　
第
一
章
で
は
、
ま
ず
研
究
の
範
囲
と
し
て
北
京
内
城
の
主
体
居
民
で
あ
っ
た
旗
人
が
設
定
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
孟
森
氏
以
来
の
研
究
史
（
日
本
・
欧
米
を
含
む
）
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
本
書
の
独
自
の
視
点
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
絶
対
的
多
数
を
占
め
る
「
中
下
層
」
の
旗
人
た
ち
の
社
会
生
活
に
注
目
す
る
。
②
民
族
学
・
社
会
学
の
理
論
と
方
法
を
も
利
用
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
文
献
研
究
を
補
完
す
る
。
③
満
漢
文
の
棺
案
、
碑
文
、
契
約
文
書
、
族
譜
・
家
譜
、
図
籍
・
画
集
な
ど
種
々
の
史
料
を
活
用
す
る
。
④
旗
人
内
部
の
経
済
関
係
、
旗
地
の
類
型
と
区
別
、
旗
民
（
旗
人
と
民
人
）
の
地
域
関
係
、
旗
民
の
経
済
関
係
、
旗
民
の
文
化
関
係
、
旗
俗
の
変
遷
と
「
漢
化
」
、
清
末
に
お
け
る
旗
人
の
貧
困
化
と
八
旗
制
度
の
改
革
、
辛
亥
革
命
と
旗
人
社
会
の
瓦
解
な
ど
の
研
究
課
題
の
検
討
を
通
し
て
、
清
代
北
京
旗
人
社
会
の
変
化
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
描
く
、
と
さ
れ
て
い
る
。
　
第
二
章
は
、
表
題
に
「
旗
人
社
会
の
形
成
」
と
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
形
成
期
に
関
す
る
論
述
と
い
う
よ
り
も
旗
人
社
会
に
つ
い
て
の
概
説
と
な
っ
て
お
り
、
辮
髪
、
満
洲
服
、
主
要
ポ
ス
ト
の
任
用
状
況
、
王
爵
・
世
職
、
俸
餉
、
旗
地
、
北
京
に
お
け
る
旗
人
・
民
人
の
分
居
、
刑
罰
や
官
途
に
お
け
る
旗
人
優
遇
、
禁
旅
八
旗
と
駐
防
八
旗
、
八
旗
の
基
礎
単
位
で
あ
る
ニ
ル
の
分
類
と
そ
の
長
官
た
る
佐
領
の
役
割
、
上
三
旗
と
下
五
旗
、
擁
旗
、
旗
王
、
内
務
府
な
ど
、
八
旗
の
基
本
事
項
に
く
ま
な
く
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
第
三
章
は
、
旗
房
（
旗
人
の
家
屋
）
・
旗
地
（
旗
人
の
土
地
）
・
旗
人
の
墓
地
と
祭
田
・
旗
人
の
施
舎
地
、
つ
ま
り
は
旗
人
の
不
動
産
に
関
す
る
専
論
で
あ
る
。
本
章
の
第
一
節
・
第
二
節
で
は
、
本
来
「
国
有
」
で
あ
っ
た
旗
房
・
旗
地
が
半
世
紀
足
ら
ず
の
う
ち
に
事
実
上
「
私
有
」
へ
と
変
質
し
、
旗
人
間
の
み
な
ら
ず
法
的
に
は
旗
房
・
旗
地
の
取
得
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
民
人
と
の
間
で
も
盛
ん
に
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
頻
繁
な
交
易
を
通
し
て
旗
房
・
旗
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地
の
多
く
が
民
人
の
手
に
渡
っ
た
ほ
か
、
八
旗
内
部
で
も
一
部
の
富
裕
な
旗
人
の
も
と
に
集
中
し
、
八
旗
の
物
質
的
基
礎
が
瓦
解
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
以
上
の
論
述
は
、
主
に
中
国
近
代
史
研
究
所
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
多
数
の
契
約
文
書
の
分
析
に
基
づ
い
て
お
り
、
本
書
の
な
か
で
も
特
に
新
規
性
・
独
創
性
に
富
ん
だ
部
分
で
あ
る
。
　
第
四
章
で
は
、
「
分
治
」
「
分
居
」
の
措
置
が
な
さ
れ
て
い
た
旗
人
と
民
人
と
の
間
で
、
実
際
の
生
活
上
の
必
要
に
よ
り
盛
ん
に
交
流
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
旗
人
間
の
旗
房
交
易
に
よ
っ
て
当
初
定
め
ら
れ
た
旗
ご
と
の
居
住
地
域
設
定
が
有
名
無
実
化
し
、
さ
ら
に
は
内
城
の
旗
房
を
入
手
す
る
民
人
や
外
城
に
転
居
す
る
旗
人
が
増
加
し
、
本
来
の
「
旗
民
分
居
」
は
崩
れ
て
「
旗
民
雑
居
」
の
状
況
が
立
ち
現
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
餉
米
（
兵
丁
の
給
与
ー
1
丘
ハ
餉
は
餉
銀
と
餉
米
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
）
の
輸
送
や
精
米
を
行
う
碓
房
や
、
各
種
の
商
人
、
手
工
業
者
、
水
夫
、
僧
侶
、
道
士
な
ど
の
存
在
を
通
し
て
、
北
京
に
お
け
る
旗
人
と
民
人
と
の
相
互
依
存
の
具
体
像
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。
　
第
五
章
で
は
、
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
奥
地
の
諸
族
に
旗
制
を
施
行
し
た
「
新
満
洲
」
、
ボ
ー
イ
（
奴
僕
身
分
）
の
漢
人
が
「
開
戸
」
し
て
正
身
旗
人
と
な
っ
た
も
の
、
民
人
が
旗
人
の
養
子
や
妻
と
な
っ
た
も
の
、
康
煕
の
対
ロ
シ
ア
戦
争
に
お
い
て
捕
虜
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
人
か
ら
な
　
　
オ
　
　
ロ
　
　
ス
る
「
俄
羅
斯
佐
領
」
、
乾
隆
年
間
に
一
部
の
漢
軍
旗
人
を
旗
籍
か
ら
外
し
て
民
人
に
し
た
も
の
（
「
出
旗
為
民
」
）
な
ど
、
様
々
な
形
態
の
旗
人
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
全
体
の
論
旨
か
ら
み
て
、
本
章
の
な
か
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
ボ
ー
イ
身
分
の
漢
人
や
一
般
の
民
人
の
満
洲
化
、
お
よ
び
漢
軍
旗
人
の
出
旗
為
民
に
関
す
る
記
述
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
そ
も
そ
も
「
誰
が
旗
人
（
満
洲
）
で
あ
り
、
誰
が
民
人
（
漢
人
）
で
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
次
元
に
お
い
て
さ
え
、
事
態
は
極
め
て
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
　
第
六
章
は
、
旗
人
の
な
か
の
権
門
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
ま
ず
内
務
府
属
の
ボ
ー
イ
の
一
族
が
地
位
を
上
昇
さ
せ
た
「
内
務
府
世
家
」
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
、
そ
の
よ
う
な
内
務
府
世
家
の
婚
姻
の
傾
向
に
も
言
及
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
八
旗
満
洲
と
八
旗
漢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
チ
ャ
　
　
ニ
オ
フ
ル
　
　
マ
ギ
ャ
軍
の
権
門
を
姐
上
に
上
げ
、
満
洲
の
富
察
氏
・
鐙
砧
禄
氏
・
馬
佳
氏
や
漢
軍
の
李
成
梁
一
族
・
祖
大
寿
一
族
な
ど
の
来
歴
・
著
名
人
の
事
蹟
・
婚
姻
関
係
な
ど
が
旦
ハ
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
第
七
章
で
は
、
旗
人
の
教
育
、
騎
射
、
服
装
、
飲
食
、
礼
儀
、
婚
葬
、
言
語
と
姓
名
、
信
仰
、
娯
楽
と
い
っ
た
文
化
・
風
習
の
面
に
光
が
当
て
ら
れ
る
。
本
章
を
通
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
の
が
、
満
洲
人
の
「
漢
化
」
で
あ
る
。
例
え
ば
教
育
の
項
で
は
、
満
洲
人
が
漢
文
化
に
対
し
て
引
け
目
を
感
じ
る
と
と
も
に
「
仰
慕
」
の
念
を
い
だ
き
、
上
層
旗
人
は
漢
文
士
と
の
交
流
を
強
く
望
ん
で
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
言
語
と
姓
名
の
項
で
は
、
名
の
み
を
称
し
て
姓
を
挙
げ
な
い
「
称
名
不
挙
姓
」
の
伝
統
が
失
わ
れ
、
名
前
の
一
字
や
本
来
の
姓
に
由
来
す
る
漢
字
＝
子
を
姓
の
よ
う
に
使
用
す
る
風
習
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
や
、
上
層
旗
人
の
あ
い
だ
で
字
・
別
号
の
使
用
が
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
第
八
章
で
は
、
清
末
に
お
け
る
八
旗
の
経
済
的
窮
乏
化
・
軍
事
的
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弱
体
化
と
清
朝
に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
窮
乏
化
の
原
因
と
し
て
、
人
口
増
加
に
よ
る
兵
丁
採
用
機
会
の
稀
少
化
、
威
豊
以
降
の
財
政
危
機
に
よ
る
兵
餉
の
減
額
、
金
融
業
者
や
八
旗
の
上
官
に
よ
る
搾
取
、
清
朝
中
央
の
八
旗
の
首
都
駐
留
に
対
す
る
拘
泥
な
ど
を
挙
げ
る
。
つ
い
で
、
長
年
の
平
穏
に
よ
り
八
旗
兵
が
堕
落
し
、
清
朝
中
央
も
八
旗
軍
の
装
備
の
近
代
化
を
怠
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
軍
と
し
て
全
く
戦
闘
能
力
を
喪
失
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
清
末
に
至
っ
て
清
朝
は
「
旗
民
分
治
」
の
解
消
を
模
索
し
、
旗
人
の
自
活
を
推
進
す
る
様
々
な
対
策
を
講
じ
た
が
、
当
の
旗
人
が
生
活
の
補
助
を
求
め
る
ば
か
り
で
種
々
の
改
革
に
よ
る
既
得
権
利
の
喪
失
に
抵
抗
し
た
た
め
、
結
局
、
旗
人
自
活
の
試
み
は
水
泡
に
帰
し
た
、
と
さ
れ
る
。
　
第
九
章
で
は
、
清
朝
滅
亡
か
ら
八
旗
消
滅
ま
で
の
経
緯
を
追
う
。
ま
ず
、
西
太
后
の
死
か
ら
宣
統
帝
退
位
ま
で
の
経
緯
が
一
通
り
説
明
さ
れ
、
つ
い
で
民
国
政
府
の
優
待
条
例
に
よ
り
し
ば
し
存
続
し
た
八
旗
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
　
第
十
章
は
、
各
種
史
料
の
解
題
で
あ
り
、
官
撰
書
と
棺
案
・
地
方
史
志
・
筆
記
文
集
・
外
国
人
の
記
録
・
満
文
文
献
・
輿
図
絵
画
・
新
聞
雑
誌
・
口
述
記
録
・
目
録
索
引
・
契
約
文
書
・
碑
文
・
家
譜
族
譜
・
詞
曲
と
、
記
載
内
容
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
　
本
編
の
後
に
は
、
名
詞
索
引
、
一
五
八
三
年
の
ヌ
ル
ハ
チ
の
挙
兵
か
ら
一
九
二
八
年
の
八
旗
の
完
全
消
滅
に
至
る
ま
で
の
重
要
事
項
を
ま
と
め
た
年
表
、
参
考
文
献
一
覧
、
あ
と
が
き
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
二
　
本
書
の
音
心
義
　
さ
て
、
上
述
の
ご
と
く
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
た
上
で
、
本
書
の
学
術
的
価
値
あ
る
い
は
行
論
上
の
手
続
き
や
論
理
構
成
に
関
す
る
疑
問
点
な
ど
を
挙
げ
て
い
く
の
が
書
評
の
常
道
で
あ
る
が
、
社
会
史
に
不
案
内
な
評
者
が
本
書
の
意
義
を
客
観
的
・
中
立
的
・
多
角
的
に
判
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
で
は
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
清
朝
研
究
の
現
状
に
対
し
て
本
書
が
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
得
る
か
と
い
う
点
を
中
心
に
本
書
を
語
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
　
日
本
に
お
い
て
清
朝
と
い
う
と
、
一
般
に
は
、
「
最
後
の
中
華
帝
国
」
、
つ
ま
り
「
秦
・
漢
に
始
ま
る
中
国
の
歴
代
専
制
王
朝
の
最
後
尾
に
位
置
す
る
王
朝
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
そ
れ
に
対
し
て
学
術
の
世
界
で
は
伝
統
的
に
、
清
朝
が
満
洲
人
の
打
ち
立
て
た
王
朝
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
研
究
潮
流
が
存
在
す
る
。
最
近
で
は
、
杉
山
清
彦
氏
が
か
か
る
立
場
か
ら
精
力
的
に
執
筆
活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
輔
、
満
洲
史
・
内
陸
ア
ジ
ア
史
を
専
門
と
し
な
い
研
究
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
通
史
に
お
い
て
も
清
朝
が
満
洲
王
朝
で
あ
る
こ
と
を
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
す
る
記
述
が
当
然
の
如
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
　
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
満
洲
的
要
素
を
重
視
す
る
清
朝
研
究
の
多
く
は
、
清
朝
皇
帝
が
い
か
な
る
態
度
に
よ
っ
て
相
互
に
異
質
な
諸
集
団
・
地
域
を
束
ね
上
げ
て
い
た
の
か
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
き
お
い
議
論
は
観
念
や
制
度
に
関
す
る
も
の
が
主
体
と
な
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。
し
か
し
、
清
朝
の
満
洲
王
朝
と
し
て
の
側
面
を
突
き
詰
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
満
洲
お
よ
び
な
か
ば
満
洲
化
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
・
漢
人
か
ら
な
る
八
旗
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
必
然
的
に
主
要
な
研
究
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
る
の
が
、
為
政
者
目
線
の
歴
史
で
は
十
分
に
捉
え
き
れ
な
い
「
中
下
層
」
旗
人
の
あ
り
よ
う
で
あ
り
、
彼
ら
の
社
会
生
活
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
民
人
（
漢
人
）
の
存
在
で
あ
る
。
近
年
の
清
朝
研
究
で
は
従
来
的
な
漢
地
・
漢
人
を
中
心
と
す
る
見
方
の
相
対
化
が
と
か
く
強
調
さ
れ
る
が
、
満
洲
人
の
大
半
が
漢
地
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
満
洲
人
が
漢
人
世
界
の
荒
々
し
い
社
会
経
済
に
さ
ら
さ
れ
、
中
国
内
地
進
出
以
前
と
の
比
較
に
お
い
て
「
漢
化
」
が
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
清
朝
の
満
洲
王
朝
と
し
て
の
側
面
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
　
　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
む
し
ろ
ー
、
あ
ら
た
め
て
「
漢
地
の
征
服
者
」
「
漢
地
へ
の
移
入
者
」
と
い
う
点
に
真
正
面
か
ら
光
を
当
て
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
旗
人
（
満
洲
）
と
民
人
（
漢
人
）
と
の
関
係
を
詳
細
に
検
討
し
、
「
漢
化
」
の
問
題
を
率
直
に
論
じ
た
本
書
か
ら
は
、
か
か
る
意
義
を
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
如
上
の
意
味
に
お
い
て
特
に
評
者
の
関
心
を
引
い
た
の
は
、
「
中
下
層
」
旗
人
の
「
漢
化
」
過
程
の
多
面
性
で
あ
る
。
旗
人
の
漢
化
と
い
う
と
、
清
朝
の
「
旗
民
分
治
」
や
満
洲
的
伝
統
保
持
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
現
実
の
社
会
生
活
の
な
か
で
否
応
な
く
進
ん
で
い
っ
た
、
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
「
漢
化
」
の
過
程
は
そ
う
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
本
書
か
ら
は
窺
い
知
れ
る
。
例
え
ば
、
内
城
・
外
城
に
お
け
る
旗
民
分
居
と
内
城
に
お
け
る
旗
・
ニ
ル
ご
と
の
集
住
政
策
は
、
「
旗
民
分
治
」
・
満
洲
的
伝
統
保
持
の
要
と
な
る
措
置
で
あ
る
が
、
旗
人
が
外
城
の
民
房
を
購
入
す
る
こ
と
は
当
初
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
し
、
一
六
八
一
年
に
は
退
休
し
た
り
病
気
療
養
中
に
あ
る
満
洲
旗
人
・
蒙
古
旗
人
お
よ
び
す
べ
て
の
漢
軍
旗
人
の
外
城
へ
の
転
居
を
許
可
し
て
い
る
（
二
五
五
～
二
五
七
頁
）
。
さ
ら
に
、
極
め
て
活
発
な
旗
房
交
易
に
よ
っ
て
北
京
内
城
の
旗
・
ニ
ル
ご
と
の
居
住
地
域
設
定
が
早
く
も
雍
正
年
間
に
は
有
名
無
実
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
清
朝
は
一
七
二
三
年
に
旗
房
売
買
に
関
す
る
納
税
規
定
を
定
め
、
旗
人
間
に
お
け
る
旗
房
の
売
買
を
公
認
し
て
い
る
。
し
か
も
、
旗
房
の
売
買
は
単
に
内
城
の
な
か
で
旗
人
の
居
住
場
所
が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
「
中
下
層
」
旗
人
の
旗
房
喪
失
と
裏
表
の
関
係
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
清
朝
は
旧
来
的
な
居
住
体
制
へ
の
回
帰
で
は
な
く
京
城
内
外
に
お
け
る
旗
房
の
新
規
建
設
に
よ
っ
て
対
応
し
た
（
一
〇
二
～
一
〇
四
頁
）
。
明
ら
か
に
清
朝
は
、
「
旗
民
分
居
」
や
内
城
に
お
け
る
旗
・
ニ
ル
ご
と
の
居
住
地
域
の
維
持
に
さ
ほ
ど
執
着
し
て
お
ら
ず
、
実
際
の
社
会
経
済
の
動
向
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
て
い
た
。
　
ま
た
、
為
政
者
サ
イ
ド
に
よ
っ
て
満
洲
的
伝
統
が
明
確
に
否
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
火
葬
の
禁
止
が
あ
る
。
も
と
も
と
満
洲
人
は
、
死
者
を
土
葬
す
る
漢
人
と
は
異
な
り
、
火
葬
の
風
習
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
清
朝
の
中
国
進
出
後
、
死
亡
し
た
駐
防
旗
人
の
遺
体
を
北
京
に
移
送
し
火
葬
す
る
「
帰
旗
」
の
実
施
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
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現
地
で
火
葬
し
て
か
ら
遺
灰
を
北
京
に
送
る
措
置
が
広
ま
っ
た
。
そ
し
て
乾
隆
年
間
に
至
る
と
、
「
古
に
依
り
以
て
礼
を
尽
く
す
」
と
の
名
目
の
も
と
漢
人
式
の
土
葬
が
命
じ
ら
れ
、
違
反
者
は
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
六
四
九
～
六
五
四
頁
）
。
つ
ま
り
、
満
洲
的
な
火
葬
は
本
来
あ
る
べ
き
姿
か
ら
外
れ
た
「
礼
を
尽
く
し
て
い
な
い
」
や
り
方
で
あ
っ
た
と
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
一
方
で
、
確
か
に
清
朝
は
「
国
語
騎
射
」
を
は
じ
め
と
し
て
満
洲
的
伝
統
の
保
持
を
訴
え
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
を
通
し
て
そ
の
よ
う
な
対
策
の
事
例
を
み
る
と
、
尚
武
の
気
風
を
喚
起
す
る
た
め
狩
り
を
挙
行
し
た
り
（
六
三
二
頁
）
、
服
装
の
漢
化
を
戒
あ
る
諭
旨
を
下
し
た
り
（
六
三
八
頁
）
、
特
定
の
旗
人
に
対
し
て
個
別
的
に
漢
風
な
名
を
改
め
さ
せ
た
り
し
て
い
る
（
六
七
三
、
六
七
八
～
六
七
九
頁
）
が
、
ど
れ
も
場
当
た
り
的
な
単
発
的
措
置
に
過
ぎ
な
い
。
威
勢
だ
け
は
よ
い
掛
け
声
の
向
こ
う
側
に
は
、
押
し
と
ど
め
が
た
い
漢
化
の
波
に
対
す
る
清
朝
の
淡
泊
な
態
度
が
透
け
て
見
え
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
「
漢
化
」
問
題
に
関
す
る
本
書
の
記
載
か
ら
は
、
為
政
者
の
強
固
な
意
思
に
反
し
て
実
態
に
お
い
て
「
漢
化
」
が
進
ん
だ
、
と
い
っ
た
単
純
な
図
式
に
は
収
ま
り
切
ら
な
い
複
雑
さ
が
看
取
で
き
る
。
清
朝
は
、
「
漢
化
」
や
容
易
に
「
漢
化
」
に
つ
な
が
る
現
象
を
あ
る
面
で
は
逡
巡
な
く
容
認
し
、
あ
る
面
で
は
促
進
さ
え
し
て
お
り
、
一
方
で
抑
制
に
努
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
て
ど
こ
ま
で
本
気
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
結
局
、
帝
国
統
治
に
お
い
て
「
旗
民
分
治
」
や
満
洲
的
伝
統
の
保
持
だ
け
が
政
策
課
題
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
さ
え
完
壁
に
達
成
し
た
な
ら
ば
帝
国
統
治
が
盤
石
に
な
る
と
い
う
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
統
治
を
何
よ
り
重
視
す
る
清
朝
に
お
い
て
、
「
旗
民
分
治
」
や
満
洲
的
伝
統
の
保
持
は
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
社
会
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
選
択
的
に
追
究
さ
れ
る
も
の
（
そ
し
て
時
に
は
選
択
的
に
放
棄
さ
れ
る
も
の
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
　
　
お
そ
ら
く
著
者
の
意
図
に
は
必
ず
し
も
沿
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
ー
「
清
朝
は
満
洲
か
中
華
か
」
と
い
っ
た
議
論
そ
れ
自
体
を
根
本
か
ら
相
対
化
す
る
た
め
の
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
、
清
朝
の
満
洲
的
側
面
を
再
考
す
る
た
め
に
必
要
な
視
座
で
あ
る
と
評
者
は
考
え
る
。
三
　
本
書
の
若
干
の
疑
問
点
と
新
た
な
る
研
究
課
題
　
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
中
下
層
」
旗
人
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
書
で
あ
り
、
著
者
の
旺
盛
な
研
究
活
動
を
反
映
し
て
極
め
て
長
大
な
著
作
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
た
だ
、
惜
し
む
ら
く
は
、
充
実
し
た
内
容
は
そ
の
ま
ま
に
も
う
少
し
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
三
章
第
一
節
の
旗
房
交
易
に
関
す
る
著
述
と
、
第
四
章
第
一
節
の
内
城
の
居
住
区
画
に
関
す
る
著
述
と
は
、
論
述
内
容
に
少
な
か
ら
ず
重
複
が
み
ら
れ
る
し
、
前
者
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
表
三
ー
一
と
後
者
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
表
四
ー
二
は
、
と
も
に
旗
房
の
契
約
文
書
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
表
に
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
章
第
四
節
の
俄
羅
斯
佐
領
に
関
す
る
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記
載
で
は
、
辮
髪
や
満
洲
服
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
第
二
章
で
詳
し
く
論
じ
た
内
容
で
あ
り
、
概
説
は
繰
り
返
さ
ず
に
俄
羅
斯
旗
人
と
の
関
係
に
絞
っ
て
論
述
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
七
章
第
三
節
六
八
〇
頁
に
挙
げ
ら
れ
た
、
乾
隆
帝
の
第
一
一
皇
子
（
成
親
王
永
理
）
の
別
号
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
至
っ
て
は
、
同
じ
章
の
第
一
節
六
二
三
頁
に
ほ
ぼ
同
じ
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
　
む
ろ
ん
、
ひ
と
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
複
数
の
観
点
か
ら
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
は
多
々
あ
ろ
う
が
、
最
も
密
接
に
関
係
す
る
テ
ー
マ
の
と
こ
ろ
で
集
中
的
に
議
論
を
展
開
し
、
そ
の
他
で
は
当
該
箇
所
の
参
照
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
内
部
参
照
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
の
理
解
も
よ
り
多
角
的
・
立
体
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
本
書
の
場
合
は
、
一
千
頁
を
超
え
る
巨
編
で
あ
る
こ
と
が
、
専
門
分
野
を
異
に
す
る
読
者
に
と
っ
て
「
と
っ
つ
き
に
く
さ
」
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
た
め
に
、
重
複
の
回
避
に
は
特
に
慎
重
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
思
う
。
　
最
後
に
、
本
書
に
お
い
て
た
び
た
び
論
及
さ
れ
る
八
旗
生
計
問
題
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
視
点
を
提
起
し
て
み
た
い
。
本
書
で
は
、
旗
人
の
生
活
の
都
市
化
と
奢
修
化
、
八
旗
制
が
孕
む
矛
盾
の
蓄
積
な
ど
に
と
も
な
っ
て
旗
人
の
窮
乏
化
が
進
ん
だ
、
と
い
う
説
明
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
大
筋
と
し
て
は
既
に
定
着
し
た
通
説
的
な
理
解
で
も
あ
る
の
だ
が
、
か
か
る
単
線
的
・
一
方
向
的
な
説
明
は
経
済
史
の
議
論
と
し
て
い
さ
さ
か
平
板
な
印
象
を
免
れ
な
い
。
多
く
の
歴
史
事
象
は
錯
綜
す
る
複
数
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
均
衡
点
上
に
位
置
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
八
旗
生
計
問
題
に
つ
い
て
も
、
旗
人
の
経
済
生
活
を
追
い
詰
あ
て
い
っ
た
諸
要
因
の
側
か
ら
だ
け
で
な
く
、
旗
人
の
窮
乏
化
を
「
そ
の
程
度
で
と
ど
ま
ら
せ
た
」
側
面
か
ら
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
口
に
窮
乏
化
し
て
い
っ
た
と
い
っ
て
も
、
時
代
に
よ
っ
て
、
分
野
に
よ
っ
て
、
窮
乏
化
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
八
旗
生
計
問
題
に
お
い
て
旗
人
は
、
当
時
の
上
奏
や
諭
旨
に
お
い
て
も
現
在
の
研
究
に
お
い
て
も
、
時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
ば
か
り
の
極
め
て
受
動
的
な
存
在
の
よ
う
に
描
か
れ
る
が
、
彼
ら
な
り
の
「
生
存
戦
略
」
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
旗
人
の
困
窮
の
原
因
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
史
料
（
例
え
ば
八
旗
生
計
問
題
を
直
接
に
論
じ
る
上
奏
や
諭
旨
な
ど
）
の
言
説
に
依
拠
し
て
考
察
す
る
限
り
は
、
従
来
の
説
明
を
超
え
る
回
答
は
導
出
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
必
要
な
の
は
、
極
力
中
立
的
な
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
口
増
加
に
よ
っ
て
兵
丁
に
採
用
さ
れ
兵
餉
を
受
給
す
る
機
会
が
稀
少
化
し
た
と
い
う
が
、
具
体
的
に
ど
れ
ほ
ど
稀
少
化
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
に
戸
の
構
成
や
、
兵
餉
の
購
買
力
を
決
定
す
る
物
価
動
向
を
勘
案
す
る
と
、
旗
人
の
平
均
的
な
収
入
と
生
存
ラ
イ
ン
と
の
関
係
は
い
か
に
推
移
し
て
い
た
の
か
　
　
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
人
の
窮
乏
化
を
よ
り
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
こ
れ
は
、
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
重
厚
な
本
書
の
「
不
足
」
を
言
い
立
て
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
本
書
の
ご
と
き
「
中
下
層
」
旗
人
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
書
が
出
現
し
た
か
ら
こ
そ
、
研
究
上
の
次
上田劉小萌著『清代北京旗人社会』303
な
る
展
開
が
見
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。
生
計
問
題
の
一
点
に
限
ら
ず
、
八
旗
研
究
全
般
に
関
し
て
、
さ
ら
に
は
清
と
い
う
王
朝
を
よ
り
的
確
に
理
解
す
る
上
で
、
本
書
は
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
研
究
成
果
で
あ
る
。
評
者
の
非
力
に
よ
り
本
書
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
極
め
て
恣
意
的
な
読
み
方
を
展
開
し
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
が
一
人
で
も
多
く
の
読
み
手
に
よ
っ
て
吟
味
、
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一
「
大
清
帝
国
支
配
構
造
試
論
　
八
旗
　
　
制
か
ら
み
た
」
『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
以
前
の
諸
地
域
シ
ス
テ
ム
と
　
　
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
平
成
一
六
～
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
　
　
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
桃
木
至
朗
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
　
　
一
〇
四
～
一
二
三
頁
、
な
ど
。
ま
た
、
同
氏
に
よ
る
研
究
動
向
の
総
　
　
括
と
し
て
、
「
大
清
帝
国
史
の
た
め
の
覚
書
ー
セ
ミ
ナ
i
「
清
朝
社
　
　
会
と
八
旗
制
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
満
族
史
研
究
通
信
』
第
一
〇
号
、
　
　
二
〇
〇
一
年
四
月
、
　
一
一
〇
～
一
二
六
頁
一
「
大
清
帝
国
史
研
究
の
　
　
現
在
－
日
本
に
お
け
る
概
況
と
展
望
1
」
『
東
洋
文
化
研
究
』
第
一
　
　
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
三
四
七
～
三
七
二
頁
、
が
あ
る
。
（
2
）
　
例
え
ば
、
上
田
信
『
中
国
の
歴
史
⑨
海
と
帝
国
』
講
談
社
、
二
〇
　
　
〇
五
年
。
（
3
）
　
な
お
、
欧
米
に
お
い
て
も
、
清
朝
が
満
洲
人
の
建
て
た
王
朝
で
あ
　
　
っ
た
こ
と
を
重
視
す
る
研
究
潮
流
は
存
在
す
る
。
そ
の
代
表
的
論
者
　
　
の
一
人
で
あ
る
マ
ー
ク
肌
エ
リ
オ
ッ
ト
氏
の
議
論
は
、
満
漢
関
係
を
　
　
軸
と
す
る
点
で
近
年
の
日
本
の
研
究
動
向
と
傾
向
を
異
に
し
、
ま
た
、
　
　
満
漢
の
交
流
・
融
合
よ
り
も
緊
張
・
齪
館
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
　
　
本
書
と
も
相
違
す
る
。
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岸
本
美
緒
「
清
朝
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
『
講
座
世
界
史
②
近
代
世
界
　
　
へ
の
道
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
一
一
～
四
二
頁
一
同
　
　
「
一
八
世
紀
の
中
国
と
世
界
」
『
七
隈
史
学
』
第
二
号
、
二
〇
〇
一
年
　
　
三
月
、
一
～
一
五
頁
。
（
5
）
　
清
末
に
お
い
て
俸
餉
を
受
給
し
て
い
た
旗
人
は
全
体
の
約
一
割
で
　
　
あ
っ
た
と
す
る
推
計
も
あ
る
。
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